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日本列島の活断層群の長期的地震活動シミュレーション
Numerical simulation of long-term earthquake activity on an active-fault cluster in the
Japanese island
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我々はこれまで，様々な地質・地球物理データに基づき，日本列島の地殻の 3次元の温度構造やレオロジー構造モデ
ルを作成してきた (Cho & Kuwahara,2013a, b,長・桑原, 2013)．今回は列島中央部について作成したレオロジー構造モデ
ルに，糸魚川-静岡構造線活断層帯など 60の主要な活断層を導入し、それらの活断層での 5万年間の地震活動のシミュ
レーション実施した．地殻・マントルのレオロジー構造は、上層部を完全弾性体、下層部をMaxwell粘弾性体の２層と
し、上層部の厚さが非一様、下層部の粘性係数は 10E21Pa・sで一様とした．各活断層の走向傾斜等のパラメターは、地
震本部の評価値を参考にした．活断層の深部延長部には粘弾性体の厚さ 5kmのシアゾーンを置き、その部分の粘性係数
は下層部と同じ 10E21Pa・sとした．また、断層の両端には応力集中緩和の為の粘性領域を置く場合と置かない場合の２
通りのモデルを検討し、その影響を検討した．モデル全体に外部からかかる応力場としては、日本列島全体にかかる東
西圧縮に、伊豆半島の衝突を加え、定常的に増加する応力場とした.
　活断層での地震の発生は、断層内の複数の点の応力値を監視し、ある点で閾値をこえたら断層全体が破壊するものと

した．断層でのすべり量は応力降下量が 10MPaになるように与えた．各断層で地震が発生した際の他の断層への影響は
あらかじめ計算しておき、上記の定常的に増加する応力場に各断層で地震が発生した影響を重ね合わせた．これによっ
て、各断層の地震発生サイクルに対する、日本列島で定常的に増加する応力と内陸の地震発生による応力擾乱の影響を
評価できることになる．
　ここでは、このシミュレーションによって得られた、各活断層の地震発生間隔やその揺らぎについての結果を紹介

する．
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